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７月１日（水）６年生が研究授業を実施しました！

子ども達の学び　～主体的・対話的で深い学びのために～
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　研究授業では、6年生国語科「立場でどう変わる？インターネットの投稿を読み比べよう」の学習を行いました。児童が

日常的に触れているインターネット上の投稿を教材として、書き手の立場によって意見や伝え方がどのように変わるのかを

考える授業です。

　授業では、「同じ話題でも立場が変わると考え方や伝え方が変わる」ということに気付き、自分の考えを相手に分

かりやすく伝えるために、理由や具体例を工夫して表現する姿が見られました。グループで意見を交流する中で、多

様な考え方に触れながら、自分たちの文章をよりよいものにしようと考える様子も見られました。

　これまでの学習では、複数の投稿文を読み比べながら、主張と理由の関

係や説得の工夫について学んできました。また、「なぜその意見になるの

か」という書き手の立場にも着目し、自分とは異なる考え方についても理解

しようとする姿勢を育ててきました。研究授業では、自分たちが「投稿者」

となり、ある立場に立って意見を発信する活動に取り組みました。児童は

「小学生」「保護者」「専門家」の立場を意識しながら、伝えたい主張を

整理し、その立場に合った理由や事例を考えました。そして、これまでの学

習で見つけた「共感を生む説得のポイント」を生かしながら、読み手に納

得してもらえる投稿文づくりに挑戦しました。

「生成AIの良さは何だろう？」をテーマに、児童が小学生や保護者、専門家

の立場になって投稿文を作成しました。学習を通して、生成AIには「すぐに

調べられる」「学習を助けてくれる」といった便利さがある一方で、「誤っ

た情報を示すことがある」「頼りすぎると考える力が弱くなる」といった課

題もあることについて考えました。子どもたちは、立場によって意見や根拠

が異なることに気付き、互いの考えを交流しながら、「便利だからこそ、自

分で考えながら適切に活用することが大切」という考えを深めることができま

した。

児童作成の投稿文（一部）

　情報を受け取るだけでなく、自ら発信する機会が増えている現代社会に

おいて、相手や目的を意識して言葉を選ぶことは大切な力です。今回の学

習を通して、児童は「誰に向けて、どのように伝えるか」を考えながら表

現する経験を積むことができました。今後も国語科の学習を通して、多面

的に物事を考え、自分の考えを適切に発信できる力の育成をめざしていき

ます。

今後にむけて　～キャリア教育としてめざすもの～

他のクラスでは別のテーマで実践！

　他のクラスでは、「SNSの利用について」をテーマに、それぞれが小学生・

保護者・専門家の立場になって投稿文を作成しました。児童は、SNSのよさや

危険性について考え、根拠を示しながら自分の意見を発信しました。議論を通

して児童は、「SNSを使うべきではない」という意見だけでなく、「家庭でル

ールを決める」「保護者と相談しながら利用する」「安全な使い方を心がけ

る」といった考えにも触れました。この学習を通して、児童は立場によって意

見や根拠が変わることを実感するとともに、SNSの利便性と危険性の両面を踏

まえながら、自分の考えを相手に伝える力を高めることができました。
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